

































































































二本山を柱とした体制で、西山派の安泰を図ろうとしていたことがわかる。甫叔が、自らの没した後を案じていた様子は、 「甫叔上人祠堂之書物」からも窺うこと できる。 【１】～【９】が、 【史料１】と前後する五月二〇日付と五月二三日付の甫叔から禅林寺への寄進状と、寄進物所有の根拠とな 手継証文で構成されているからである。その対応関係を整理すると、 【表】のようになる。　
端裏書をみると、 甫叔の寄進状である【３】～【６】に対して、 もともと「一」













































































































に石風呂屋敷を売却したことが判明する。真性院の実態は不詳だが 売り主が「堂頭」 を称しているので禅宗の寺院である。石風呂屋敷の所在は 「祖母柳之町」（現在の京都市中京区姥柳町）で、ここを東西に貫く四条坊門小路（現在の蛸薬師通）の南側にあった。この土地の本所は北野社で、毎月の地子銭と巷所分を合わせて五五文を北野社 院家である松梅院に納めることとなっていた。また、祇園会の地ノ口として八〇文の負担もあった。　
翌永禄九年の【８】によると、 「より康」は「取半分」を「買得」していた
ことがわかる。この「より康」とは、発給者である次郎兵衛の諱であろう。つまり、永禄八年に次郎兵衛は石風呂屋敷の半分 入手 が、翌年には中川清定に売却してしまった そ 結果、石風呂屋敷は中川清定が一括で所有すととなる。
　
ところが、検地帳の小字と【３】にみえる地名は一切合致しない。それどこ
ろか、 【３】にみえる地名は黒谷や若王子など、 浄土寺村外のものばかりである。しかも、甫叔が禅林寺に朱印 を寄進するというのも不可解である。さ に、寄進するのは朱印地全体の四三石ではなく、末尾にあるようにそのうち二四石八斗八升のみであった。これらの矛盾を解消しなければ、 【３】の内容を正しく理解することは不可能といえよう。　
【３】の前半部分を合計した「常住替ノ地分」の一五石七斗六升と「黒谷へ出、
風呂田弐段分」の二石三斗六升、そして「常住寄進」の二四石八斗八升を合計すると、ちょうど朱印高の四三石になる。 「朱印之内」から「常住寄進」される分は、浄土寺村の土地に相違あるまい。 れ以外 分は、浄土寺村の土地の「替ノ地」なので村外の地名なのであろう。　
【３】に「常住替ノ地」という私的な側面と、朱印高という公的な側面が交
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たことや、釜の数が四から三 減少していることなどを知ることができる。つまり、 【９】の存在 よって、天正一一年に甫叔が石風呂を購入した いう五十嵐氏の説は成り立たないことになる。 【史料３】から読み取るべきは、本能寺の変後の再編期に、 豊臣秀吉のもとで京都支配に携わった前田玄以に対し、甫叔が石風呂屋敷の安堵を求めたというこ であろう。また【史料３】からは、中川清定の屋号が俵屋であることも判明する。　
なお、中世の風呂といえば通常は蒸し風呂を意味するが、川勝氏は甫叔が所









































































都市左京区南禅寺北ノ坊町）に該当すると伝わ た。 之坊 南端が若王
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きたかと思う。それだけでなく 太閤検地の裏側における寺院の動向や京都における石風呂の実態、そして幻の東山山荘 所在など、禅林寺以外 諸側面においても新 な事実が含ま ていた。雑駁かつ不十分 紹介に終わったが、本稿が契機となって、 「甫叔上人祠堂之書物」に目が向けられるようになれば望外の喜びである。また 本稿でみた諸施設 遺構は未だ確認されていないので、将来の発掘調査にも期待したい。註（
1） 拙著『戦国期細川権力の研究』 （吉川弘文館、二〇一八年） 。
（
2） 拙稿「伏見の津田家とその一族」 （ 『大阪大谷大学歴史文化研究』第一八号、
二〇一八年） 。
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の調査」 （ 『東京大学史料編纂所報』第五一号、二〇一六年） 。なお、 「甫叔上人祠堂之書物」の見返しに捺された蔵書印の「帋魚庵」という雅号は、佐藤峻吉氏のものである。
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29） 「梅花無尽蔵」 （ 『続群書類従』第一二輯下、七九一頁）
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歴 史 文 化 学 会
（1）会　　　則
（名　称）
第１条　本会は、大阪大谷大学歴史文化学会と称し、その事務局を大阪大谷大学歴史文化学科共同研究室
内（〒584−8540　大阪府富田林市錦織北3−11−1）に置く。
（目　的）
第２条　本会は、会員の歴史文化学に関する研究の促進と会員相互の親睦をはかることを目的とする。
（事　業）
第３条　本会は、前条の目的を達成するため次の事業を行う。
　（1）研究発表会・公開講演会の開催　（2）機関誌の発行　（3）その他必要と認められる事業
（会　員）
第４条　本会の会員は、本学歴史文化学科の専任教員、職員、学生、卒業生、ならびにこれに準じる者で、
本会の趣旨に賛同する者とする。
（役　員）
第５条　本会に次の役員をおき、会の運営にあたる。
　（1）会　　長　（１　名）歴史文化学科長をもってこれにあてる。
　（2）幹　　事　（若干名）歴史文化学科専任教員のなかから選任する。
　（3）学生委員　（若干名）歴史文化学科の学生のなかから選任する。
　２　会長は本会を代表するとともに、本会の運営を監督する。
　３　幹事および学生委員は、会長を補佐し、本会運営の実務を担当する。
　４　役員の任期は１年とする。ただし、再任を妨げない。
（機関誌）
第６条　本会は機関誌発行のため、次の要領で編集委員会を組織し運営する。
　（1）編集委員会は歴史文化学科に所属する教職員より選出された委員若干名をもって組織する。
　（2）編集委員のうち１名を代表委員とする。
　（3）編集委員の幹事兼任は妨げない。
　（4）編集委員の任期は１年とする。ただし再任を妨げない。
　（5）編集委員会は、機関誌発行前に委員会を開き、掲載その他について審査するとともに、発行まで
の実務を担当する。
（会　計）
第７条　本会の会計は、会員より徴収する会費により運営する。
　２　会員は年額2,500円の会費を納入するものとする。
　３　本会の会計年度は毎年４月１日から翌年３月31日までとする。
（総　会）
第８条　本会は１年に１度総会を開催する。
　２　本会は必要に応じて臨時に総会を開催することがある。
（会則の変更）
第９条　本会則の変更は、総会において出席者の三分の二以上の賛成を必要とする。
　　付　　則
本会則は、平成12年４月１日から施行する。
本会則は、平成18年４月１日から改正施行する。
本会則は、平成22年４月１日から改正施行する。
本会則は、平成26年４月１日から改正施行する。
（2）機関誌刊行
機関誌　「大阪大谷大学歴史文化研究」を毎年刊行する。
　　　　「大谷女子大学文化財研究」創刊号（2001年３月）～第６号（2006年３月）
　　　　「大阪大谷大学文化財研究」（誌名変更）第７号（2007年３月）～第14号（2014年３月）
　　　　「大阪大谷大学歴史文化研究」（誌名変更）第15号（2015年３月）～
40 41
